
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

みらい

石川県保険医協会第 47 回総会記念企画

2021 年3/14［日

いのち

原発

 東京電力福島第一原子力発電所

らいシリーズ講演会。第 18 回目

いのち・みらいプロジェクト」を

い」をテーマに開催します。 お

東電福島原発事故発生当初より健康影響

を持って原子力の道に進まれましたが

場から警告を発し続けてこられた

づき、芸人の傍ら東京電力の会見

発信してこられたおしどりマコ・ケン
 今年３月で東電福島原発事故発生

ず、核のない未来に向けた通過点

実に向きあい、未来を見据えた議論

東京電力福島第一原発事故

発生から 10 年

後日、石川県保険医協会のホームページにて

 

                 ホームページ http://ishikawahokeni.jp/

みらい 

回総会記念企画／第 18 回原発・いのち・みらいシリーズ

日］ 
ホテル金沢
  

菅谷 昭さん 
松本大学学長／元松本市長 

おしどりマコ・ケン
芸人

講

いのち 

原発 

< ご案内 > 
 

第一原子力発電所事故の検証と核なき未来をテーマに開催してきた

回目となる今回は、石川県保険医協会が東電福島原発事故後

を立ち上げた原点に立ち返り、プロジェクト

お招きする講師は３者。チェルノブイリの子どもたちの

健康影響について警鐘を鳴らしてきた元松本市長

まれましたが、学生時代にその危険性や問題点に気

けてこられた小出裕章さん。そして、原発事故以降「知

会見に誰よりも多く参加、原発問題以外にも様々

おしどりマコ・ケンさんです。 

東電福島原発事故発生から 10 年が経過しますが、私たちはこれを

通過点だと思っています。講師三者と参加者の皆

議論を深めるこの講演会にぜひご参加ください

14：00～ 
   17：00 

原発事故

年 

 のホームページにて、アーカイブ配信を行う

http://ishikawahokeni.jp/ 

みらいシリーズ講演会 

金沢 2 階 ダイヤモンド 

おしどりマコ・ケンさん 
芸人・記者 

小出裕章さん 
元京都大学原子炉実験所助教 

講 師 

撮影 

松岡広樹 

してきた原発・いのち・み

東電福島原発事故後に「原発・

プロジェクト名「原発・いのち・みら

どもたちの治療経験から、

元松本市長の菅谷昭さん。夢

気づき、原子力研究者の立

知ること」の重要性に気

様々な現場に足を運び情報

たちはこれを節目とは捉えておら

皆さんとともに、今ある現

ください。 

う予定です。 
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石川県保険医協会とは ? 

 県内で働く保険医（医師、歯科医師）約 1030 人で構成する団体。「保険医の生活と権利を守り、国民の医療と福祉を充

実させること」を目的として 1975年に設立。全国の保険医協会・医会の会員約 10万 7千人と共に活動しています。 

 日頃は、医療保険制度・診療報酬の改善のための活動や、会員医療機関の日常診療に役立つ多様な取り組みを行って

いるほか、人々の健康と命を守る医師・歯科医師の団体として、様々なテーマで市民公開講演会を開催しています。 

 また、東電福島第一原発事故に対しては、「原発・いのち・みらいプロジェクトチーム」を結成し、 

徹底した情報開示と事実の検証の必要性を内外にアピールする取組みも行っています。 

当会の活動の詳細は、石川県保険医協会のホームページをご覧ください。  ホームページＱＲコード→ 



■ プログラム 

司会：種市靖行・打出喜義（石川県保険医協会理事） 

※上記の時間は目安です。時間が前後する可能性がありますことを予めご了承ください。 

■ 資料 

① 講師のご紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４㌻ 

② 小出裕章さんの資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5—9 ㌻ 

③ おしどりマコ・ケンさんの資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-22 ㌻ 

④ 菅谷昭さんの資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23-28 ㌻ 

⑤ 出前講座の案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29-30 ㌻ 

⑥ 石川保険医新聞 2021 年 3 月号特集「福島からの手紙」 

   http://ishikawahokeni.jp/lettersfromfukushima/ 

 

⑦ 質問用紙 （省略） 

   申し訳ありませんが、YouTubeLive でご参加の方からの質問は受け付けており 

   ません。以下の「参加者アンケート」にご意見等をお寄せください。 

⑧ 参加者アンケート 

   https://forms.gle/kn7ediuXbHfWqhpt8 

⑨ 原発ゼロ基本法の制定を求める請願署名 

   https://bit.ly/38ungjQ 

⑩ 75 歳以上医療費窓口負担 2割化撤回を求める請願署名 

   https://hodanren.doc-net.or.jp/news/r75/index.html 

⑪ 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名 

   https://bit.ly/3tcpNH5  

 

 

 

 

 

14：00 開会挨拶 （会長 三宅靖） 

14：05～15：35 

第１部：講演 

 ①小出裕章さん 

   困難を極めるフクシマ事故の収束 

 ②おしどりマコ・ケンさん 

   関心と監視は自分と世界と未来のため 

 ③菅谷昭さん 

   福島原発事故の小児甲状腺検査の問題点 

   ―チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通して― 

15：35～15：45 休憩  ※この時間に質問用紙を受付にご提出ください。 

15：45～17：00 第２部：ディスカッション 

17：00 閉会挨拶 （司会） 

http://ishikawahokeni.jp/lettersfromfukushima/
https://forms.gle/kn7ediuXbHfWqhpt8
https://bit.ly/38ungjQ
https://hodanren.doc-net.or.jp/news/r75/index.html
https://bit.ly/3tcpNH5


講師のご紹介 

■菅谷昭さん 

医師。元松本市長。現在、松本大学学長。 1986 年4 月26 日に発生したチェルノブイ

リ原発事故により、ベラルーシ共和国で子どもの甲状腺がんが多発していることを知り、

信州大学を辞し、1996年にベラルーシに渡る。甲状腺専門の外科医として、自身の知識

と技術をささげ、現地で5 年半の医療支援活動を行う。帰国後、長野県衛生部長を経て、

松本市長を4期務めた。2020年10月より松本大学学長を務める。 

 2014年開催 第9回原発・いのち・みらいシリーズ講演会講師（テーマ：「チェルノ

ブイリ事故の医療支援の経験から福島を考える） 

 

受付にて著書『原発事故と甲状腺がん』を販売中⇒ 

 

 

 

 

 

■小出裕章さん 

元京都大学原子炉実験所助教。工学者（原子核工学）。 原子力の平和利用に夢を抱い

て東北大学工学部原子核工学科に入学。 原子力を学ぶことでその危険性に気づき、伊

方原発裁判、人形峠のウラン残土問題、JOC 臨界事故などで、放射線被害を受ける住民

の側に立って活動。原子力研究者の立場から警告を発し続けてきた。 

＜ホームページ＞（講演日程等） http://www.go.tvm.ne.jp/~koide/Hiroaki/lecture.htm 

 2012 年開催 第 5 回原発・いのち・みらいシリーズ講演会講師（テーマ：福島原

発事故の現状と未来） 

 

受付にて近著『フクシマ事故と東京オリンピック』、 

『原発事故は終わっていない』を販売中 ⇒ 

 

 

 

 

 

 
■おしどりマコ・ケンさん 

芸人、記者。 東京電力福島第一原子力発電所事故(東日本大震災)後、「知ること」の

重要性に気づき、芸人の傍ら東京電力の記者会見、様々な省庁、地方自治体の会見、議

会・検討会・学会・シンポジウムを取材。また現地にも頻繁に足を運び取材し、その模

様を様々な媒体で情報発信をしている。 

＜Twitter＞ おしどりマコ @makomelo ／おしどりケン@oshidori_ken 

＜おしどりポータルサイト＞ http://oshidori-makoken.com/ 

 

 2015 年開催 第 10 回原発・いのち・みらいシリーズ講演会講師（テーマ：「漫才

を武器に、原発事故を追い続ける！芸人ジャーナリストおしどりマコ・ケンの福島

取材報告）、 

 2019 年開催 第 17 回原発・いのち・みらいシリーズ講演会講師（テーマ：芸人・

記者おしどりマコ・ケンの原発事故取材報告 まず知ることが社会を変える） 
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石川県保険医協会第47回総会記念企画 2021 年 3 月 11 日（木）
／第18回原発・いのち・みらいシリーズ講演会
東京電力福島第一原発事故発生から 10 年「原発・いのち・みらい」

今回の企画は、当協会の総会記念企画に位置付けているほか、東電 原発事故発
生から１０年という節目で、市民とともにスケールの大 きな企画を作りたいと思って
います（但し、コロナの影響があるた め、会場参加は限られていますが、その分オ
ンライン生配信も行い、 多くの方とシェアしたいと思っています）。

「核なき未来」を見据え、若い世代の参加も予定されています。昨日も保養実施団
体から問合せがあり、大学生を中心とした多数のメ ンバーが、会場参加を予定し
ているとの連絡がありました。 確かに、「三者講師・三時間企画」となると、講師の
皆様に冒頭で お話しいただく時間は各30分程、非常に短いものとなります。しか し
、今回の企画は、その後の「鼎談」部分に重きを置くことを主眼にしております。
小出先生からは、福島原発の廃炉、志賀原発、隣県・福井のもんじ ゅ等の廃炉問

題。菅谷先生から、チェルノブイリでの治療経験を踏まえた、福島の県民健康調査
の問題。おしどりマコケンさんからは、福島原発の最新情報。これら踏まえた形で
の鼎談、そこに私たちプロジェクトメンバーも参加して、大いに学び、議論を深める
ことができたらと、企画について知恵を出し合っております。本来ならば半日企画で
開催したいところですが、コロナの状況や参加者のことを考えると、３時間が限度で
はないか、となりました。

先日のメールにも書きましたが、「東日本大震災・原発震災１０年、そのあとに」の
先生の寄稿を拝読し、１０年前の抱いた不安や心の底からの怒りやらが一気にこ
み上げてきました。３月には、１０年前の初心にかえるつもりで、小出先生のお話、
菅谷先生のお話、マ コケンさんのお話を、是非お聞きしたいと思っています。

広島原爆で燃え
たウランの重量

８００ｇ
（生成した核分裂
生成物の重量）

100万ｋWの原子力発電所１基が１年
運転するごとに燃やすウランの重量

１トン
（生成する核分裂生成物の重量）

大
量
に
必
要
と
さ
れ
る
燃
料

大
量
に
生
み
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質

電力の恩恵は都会が受け、危険は
過疎地に押し付けられた。こんな
不公平・不公正は初めから認めて
はいけない。日本で運転された５
７基の原発はすべて自由民主党が
政権を取っている時に認可された。

東京

大阪 名
古
屋

女川

東海敦
賀

美
浜

福島第一

島根
高
浜

玄海 浜岡

伊方

大
飯

福島第二

川内

柏崎刈羽

泊

志賀

東通
大間

上関
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存在していた放射能の量と
放出された量

セシウム137 放射能量
（PBｑ＊）

広島原爆換算

炉心内存在量 700 7900

大気中への放出 15～36 170～400

海への放出 3.6～41 40～460

滞留水に存在 140 1600

広島原爆 0.089 1
＊) PBqはペタベクレル、ペタは10の15乗で、1000兆倍を示す。

原
子
炉
建
屋
内
構
造
図

原
子
炉
建
屋
内
構
造
図

国と東電のロードマップ
国と東電は熔け落ちた炉心を掴み出し３０～４０年で事故を収束さ
せると言ってきた。

もちろん、掴み出したところで放射能は消えない。もちろん、掴み出したところで放射能は消えない。
それはそれは1010万年から万年から100100万年の管理を求める。万年の管理を求める。

ペ
デ
ス
タ
ル
に
は
作
業
員
が
出
入
り
す
る

通
路
が
開
口
し
て
お
り
、
熔
け
落
ち
た
炉

心
は
そ
こ
か
ら
ペ
デ
ス
タ
ル
外
部
に
出
て
し

ま
っ
て
い
て
、
原
子
炉
圧
力
容
器
上
部
か
ら

覗
い
て
も
、
見
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
し
、

掴
み
出
す
こ
と
な
ど
全
く
で
き
な
い
。

２０１７年２月



2021/3/8

3

国と東電はロードマップを書き換え、格納容器の横か
ら穴を開けて、熔け落ちた炉心を取り出す「気中ー横
アクセス工法」が有力と言い出した。しかし、そんなこ
とをすれば、厖大な被曝作業になってしまう。
１００年後にも事故は収束できない。

チェルノブイリ原子力発電所の石棺
福島でできることもこれしかない

チェルノブイリ原子力発電所の第２石棺

寿命は１００年といわれる・・・？

未使用
（体）

使用済
（体）

取り出し作業開始
目標

１号機 １００ ２９２ 2023年度目処

２号機 ２８ ５８７ 2023年度目処

３号機 ５２ ５１４ 2019年4月から始め
21年2月28日に終了

４号機 ２０４ １３３１ 2013年11月から始
め14年11月に終了

石棺で封じ込める前に、原子炉建屋内プールに石棺で封じ込める前に、原子炉建屋内プールに
存在している燃料集合体を取り出さなければならない存在している燃料集合体を取り出さなければならない

遅延遅延



2021/3/8

4

2021年2月13日の地震

2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震はマグニチュード９．０、
広島原爆が放出したエネルギーに換算すると３万発分という途方
もないエネルギーを放出した。

2021年2月13日の地震はマグニチュード７．３、広島原爆が放出
したエネルギーに換算すると８９発分のエネルギーを放出した
1995年神戸で6000人以上の死者を出した阪神・淡路大震災を引
き起こした地震と同じ大きさの地震であった。

日本は、太平洋、フィリピン海、北米、ユーラシアの４枚の大陸プ
レートが衝突する場で、世界の地震の1割～2割が発生するとい
う世界一の地震国である。地震など誰も望まないが、いずれまた
必ずやってくる。

大陸プレートがひしめき合う日本

地震の巣と原発の立地点地震の巣と原発の立地点
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フクイチでの被害

使用済み燃料プールからの溢水

格納容器内の水位低下

格納容器内の窒素の流出

壊れた地震計が修理されずに放置されていた

それ以外に明らかになってきたこと

1，2号機のベント配管が排気塔の根元までしかなかった

今後まだまだ出てくる？

1号機、3号機の格納容器内水位が低下した。

もともと、格納容器は放射能を閉じ込める防壁であり、完璧に機
密でなければならない。それが2011年3月11日に破壊された。
今回その破壊が大きくなった、あるいはまた別の場所で破壊が
起きた。
そのため、水面上に現れた破壊された部分から、それまでは水
素爆発を防ぐために封入されていた窒素ガスが漏れ、封入でき
なくなった。

ベントとは何か？

格
納
容
器
は
放
射
能
を
閉
じ
込
め
る
た
め
の

最
後
の
防
壁
。
そ
の
中
の
気
体
は
環
境
に
漏
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
。

で
も
、
格
納
容
器
の
大
破
壊
を
避
け
る
た
め
、
。

意
図
的
に
内
部
の
放
射
能
を
環
境
に
放
出
す

る
の
が
ベ
ン
ト
。
そ
ん
な
操
作
を
必
要
と
す
る

事
故
は
起
き
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
予
想
も
し
な
い
事
故
が
続
い
た
た
め
、

東
電
も
ベ
ン
ト
配
管
を
設
置
し
た
が
、
も
と
も

と
本
気
で
は
な
か
っ
た
。



関心と監視は
自分と世界と未来のため

2021/3/14
おしどりマコ・ケン



はじめに

原発事故が続いて１０年です。

コロナ禍の緊急事態宣言は発令されたり解除されたりですが

原子力緊急事態宣言は、２０１１年３月１１日から、ずっと発令中です。

誰かの意見を鵜呑みにせず、自分で情報を探して考えること、

何かの「報告書」を鵜呑みにせず、これはどういう情報を元に誰が作ったの？ということに留意すること、

これは、原発事故の問題だけでなく、その他の様々な社会の問題を、解決の方向に導くことでもあります。

ある「情報」が、「事実」と「筆者の意見」を区別して著してる？　引用元を明示してる？　ということに気を配る方が増えれば、

世の中からフェイクニュース、と呼ばれるものは、少し減ることと思います。

また、自分で情報を探して、考えて、議論する、という一連の技術は、自分の人生に問題を抱えたときに、役立つ技術でもあります！

そして直接に自分に関係がなくても、何かの問題に関心を持つ人、監視する人が世の中に増えること自体が

ちょっとずつ社会を変えていくことだと思います。

今日は足を運んで、耳を傾けくださりありがとう存じます。

この配布資料には、今日の話に盛り込めなかったことを入れておきます。読み物としてもお使いください。　　　　　　　
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コロナ禍の中
取材、傍聴無しで
福島で行われた
「ご意見を伺う場」

漁連だけでなく、
様々な業種の組合長が
意見を延べました。

皆、汚染水海洋放出に
反対でした。
私の取材した限り。

その中で、旅館ホテル組
合理事長の、小井戸さん
の発表されたものをご紹
介します。





切り捨てられた内部被ばく

事故直後、何を食べ、飲んでいたか、という内部被ばくは

ほとんど調査がなされていません。

個人の記憶による自己申告のみです。

けれど、私は取材で、恐らくかなりの汚染されたものを摂取した方々がおられることを知りました。

自己申告では、自分が何を食べたか分からないのです。

けど、何を提供したかを覚えている方はいます。

バチカンの教皇さまに手紙を書きたいと、相談を受け、私がお手伝いをしたことがあります。

全文は下記にありますが、飯舘村の愛澤さんの告白の抜粋をお読みください。  

http://oshidori-makoken.com/?p=1667　「原発事故についてのローマ教皇からの手紙」　より



https://www.facebook.com/atomsfreeforpeace/photos/a.1516024675309350/1600873256824491





教皇さまからのお返事
（マコ宛と、愛澤さん宛）



　私は福島県の飯舘村の愛澤卓見といいます。飯舘村は今回の原発事故で最も汚染された地区です。  

また、最も避難が遅れた地区でもあります。この地区で起きたことをお知らせしたいのです。  

　この話は私自身の罪の告白にもなります。事故直後、原発から離れた山村である飯舘村には津波を逃れた人々が避難してきまし

た。また、原発事故を恐れた人々も避難してきました。人々は、いくつかの山を隔てた飯舘村であれば安全だと考えたのです。当時、

私は村の小学校で働いていました。その体育館は村で最も大きな（彼らのための）避難所となりました。１３日の開設から１８日の閉鎖

までの期間、避難所に留まり働いていました。２０１１年の３月は季節外れの雪が降る寒い日々でした。体育館の暖房は十分ではあり

ません。避難してきた方々にはお年寄も多く、寒さと高血圧を原因とした脳溢血や心筋梗塞が心配でした。薬もありません。私たちにで

きることは水分を多く取らせることだけでした。しかし、その後、飯舘村の水道水が放射性物質で汚染されていたことが明らかになった

のです。 

　飯舘村に避難指示が出て以降、私は自分たち飯舘村の住民になにが起きたのかを調べました。  

いくつかの記録を調べていく中で、飯舘村の「井戸水を使っていた家庭」より避難所に来ていた人々の被曝量が大きいことに気づきま

した。 

　私は沈黙してしまいました。政府は飯舘村の住民に対してさえ、「健康被害は発生しない」というスタンスを取っています。科学者は被

曝による健康被害を危惧する人々を「愚かである」と罵ります。事実を口にすることは、今現在、幸せに生活している当時の避難者の

人生に影を落とすだけかもしれないのです。  

　私はカトリック信者ではありませんが、神に祈ります。どうか、私の罪を罰してください。沈黙していたのは私です。彼らは水道水の汚

染が深刻だった可能性を知らされていないのです。知っていたのは私です。 　　　　　 

http://oshidori-makoken.com/?p=1667  

愛澤さんから教皇へのお手紙の抜粋



https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2021/d210225_05-j.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2021/d210225_05-j.pdf


さいごに、では無くて、まだまだ、つづく！！

私は、今、コロナ禍の取材もしています。
２０２０年１月に厚労省とWHOに記者登録したときは、まだ「新型肺炎」と呼ばれていました。

いつだって未来は予想つきませんが、
映画の１シーンのような原発事故が日本で起こることも、
世界中がウィルスの感染におびえることも、想像できませんでした。

過去の「密な」写真を見ると、今はパラレルワールドにいるようですが
価値観と生活がひっくり返るような出来事はいつだって突然おこります。
いや、出来事は「突然」起こるのですが、それにどれくらい対処できるかは、普段が、私たち全員が作るのだと思います。

日本の原発事故を見て、世界で一番初めに脱原発に政策を変えたドイツを何度も取材して
「でも、ドイツが自国で原発事故がおこったらどう対応するのだろう？」と思っていました。
コロナ対策で、ドイツは世界の中で群を抜いている国の一つです。

コロナ禍は、世界一斉社会テストのようなもので、いろいろなものをあぶりだしました。

コロナ対策がうまくいってる国に共通していることは
検査・測定・調査して調べること、それを共有すること、情報公開、議論の可視化、決定のプロセスを公開すること。

判断の過程が公開されることで、私たちはその決定を支持するかどうか判断できます。
決定がおかしければ、どの段階で、どの情報、どの意見が支持できないのかも指摘できます。

原発事故もコロナ禍も、十分に調べられず、検査もデータも不十分、
議論は可視化されず、突然出される論拠のわからない決定に、私たちは振り回され、踏みにじられます。
いつまでこれを続けるの？？

まず、私たちが変わりましょう。
いろいろなことに関心を持ち、監視をし、自分で調べて考えて話し合っていきましょう！　まずは半径５ｍから。
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福島原発事故の小児甲状腺検査の問題点
―チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通してー

石川県保険医協会主催

＜原発・いのち・みらいシリーズ講演会＞

菅 谷 昭
（2021年3月14日）

（事故：1986年4月26日）

＜何も知らないこどもたち！＞ ＜小児甲状腺検診＞



＜ミンスク市 国立甲状腺ガンセンター＞

（小児甲状腺癌の推移）

２０１６年

チェルノブイリ原発事故から

３０年が経過した節目の年。

私は自身の目で現在の姿を

確かめるため 、７月初旬、

ベラルーシを訪れました。



ゴメリ州ベトカ地区＜居住禁止区域＞

今もって「進入禁止」の表示！
（高度放射能汚染区域につき立ち入り禁止）

村へ続く道路沿いの草木は手入れもされず伸び放題。
道路脇の空間放射線量は0.4マイクロSv／時。

「チェルノブイリの子どもたちを救う会」を訪問

チェルノブイリ事故による子どもたちの健康被害等の
実態調査や支援活動を継続しているボランティアの会

地区病院長の男性医師：「ベラルーシでは汚染地の子どもたちに毎年
１ヵ月程度の健康保養を、国の責任として無料で実施しています。
日本では何故そのような国家的プロジェクトを実施していないのか」

会代表の女性小児科医：「市民一人ひとりが放射能の影響や健康を
守るための手段について、より深く学ばなければいけません」



ゴメリ州立保健局を訪問

局長のワシリコフ医師と面会し、ゴメリ州住民の健康状況の現状に
ついて意見交換。懇談の終りに、局長は「国家は人々に対して背を
向けてはいけません」ときっぱり！果して日本は一体どうでしょうか。

ベラルーシ共和国保健省母子部門部長
ゴメリ州保健局副局長

汚染地域居住の子ども（６歳～１７歳）に対し、国による

年２回の定期健診を継続

の報告

＜１回目＞ 内分泌専門医の診察。併せて眼科および歯科検査。
また必要があれば、小児科医の診察。
甲状腺超音波検査、血液および尿検査等。
ホールボディカウンターは希望者に実施。

＜２回目＞ 小児科医による健診が主体。必要があれば、甲状腺検診等を
実施。

この定期的な診察や諸検査において異常が確認された場合には、
国の上級医療機関にて更なる精査を実施し、適切な治療などが
行われている。

〇汚染地で生活を継続している１８歳以上の住民
に対しても、年１回の定期健診を実施。

〇汚染地域に暮らす子どもたちに、毎年１か月、
非汚染地での保養を実施。

なお、これらの健康管理対策にかかる費用は

全て国家の負担としている。

その他の健康に対する国家的施策

〇現在の福島の子どもたちの健康・甲状腺がんについて

・甲状腺がん:チェルノブイリでは、10年目に事故によると認定
現段階では、「自然発生がん」と「放射線誘発性甲状腺がん」を、

病理組織学的所見や遺伝子解析によって区別することは不可能。

従って現時点で原因を 特定することはむずかしい。

今後の経過を注視していくことが大切（疫学的事実の集積が必要）。

国や県においては、定期検査等にもっと力を注ぐべきである。

・非がん性疾患：長期的・持続的低線量被曝の影響を注視

非がん性の健康障害に対しても、その対応策が不可欠（チェルノブイリ

事故後の現状を考慮）。併せて関連諸検査結果の公表を強く願う。

福島原発事故後の今とこれからを考える



本検査の実施を、「過剰診断」という表現を用いて疑問視

している県民健康調査検討委員がおられるとのことである

が、そもそも福島県において、なぜ小児に対してこのような

集団的超音波検査が必要とされるかについて、深く考慮し

ていただきたい。

2011年3月11日、福島第1原発で事故が発生したことによっ
て、放射性物質による環境汚染の可能性がある地域にお

ける小児甲状腺への影響の有無について、長期にわたり

経過観察を継続すべき疫学的調査としての必要性がある

ために実施するものである。

甲状腺超音波検査の必要性

本検査の長期的観察結果は、今後、万一

国内外において、新たな原発事故が発生

した場合、小児甲状腺の健康被害対策に

おける極めて有用な参考となる。併せて、

福島の原発事故による健康への影響に関

する記録を残す意味においても不可欠な

調査である。

甲状腺超音波検査の意義

わが国の甲状腺関連学会等における

甲状腺癌の手術適応の基準が定めら

れていると考えられるので、その指針

に従って適切な治療方針（甲状腺の切

除範囲やリンパ節郭清等）を選択決定

すればよい。

外科的治療の適応
＜甲状腺外科検討会：甲状腺癌取扱い規約＞



・ チェルノブイリ原発事故による人の健康や生活環境等への

影響は、事故後35年経過した今もなお収束したとは言い難
く、引き続き長期にわたる注意深い経過観察が不可欠であ

ると思います。

・ 福島の事故は、わずか10年が経過したにすぎません。
チェルノブイリ事故後の汚染地の現状を教訓にして、残念な

がら国の対応に期待が持てない以上、国民一人ひとりが放

射能災害にもっと関心を強め、たとえ時間がかかろうとも、

子どもたちの未来を守るためこの国難に立ち向かう時が到

来しているのではないでしょうか。チェルノブイリの現状は、

福島の25年後の姿か・・・。

終りに：私の小さなつぶやき



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出前講座 
の 

ご案内 

町内会や所属しているサークルで、 
 

「原発・いのち・みらい」をテーマに、 
 

勉強会を開いてみませんか？ 

石川県保険医協会  http://www.ishikawahokeni.jp/ 

 〒920-0902 石川県金沢市尾張町 2-8-23 太陽生命金沢ビル８階 

ＴＥＬ 076-222-5373 ＦＡＸ 076-231-5156 Ｅ-mail ishikawa-hok@doc-net.or.jp 

出前講座 
の 

ご案内 

◆ 石川県保険医協会（医師・歯科医師 1,030 人の団体）は、東電福島原発事故を受けて、２０１２年７月に 

「原発・いのち・みらいプロジェクト」を立ち上げました。 このプロジェクトでは、原発事故や 

福島県民健康調査やチェルノブイリ原発事故の健康影響等の資料を収集し、 

「医師の立場から市民の皆さんに発信できることはなにか」を中心に検討を重ねています。 

◆ 私たちは、これまで学んできたことなどをお伝えしながら、 私たちの未来について 

ともに考え、行動していきたいと思っています。 

◆ 少人数でも結構ですので、ぜひ勉強会を企画し、講師派遣の希望をお寄せください。 

 
原発・いのち・みらいプロジェクトは 

こんな活動をしています！ 
 

☆市民公開講演会の開催 
小出裕章さんや東京新聞デスク等をお呼びし、過

去 14 回の市民公開講演会を開催（2017 年 12 月現在）。 
 

☆講演会・ミニ講座の講師として 
低線量被ばくの健康影響や、原発と核兵器等をテ

ーマに県内外、福島でも講演活動を実施。 
 

☆情報発信 
これまで学んできたことや講演会の報告、メンバ

ーの活動などを、当会の機関紙「石川保険医新聞」

の「原発・いのち・みらい」シリーズで連載し、記事を

ホームページで公開しています。 

 

 

 

2012年 7月、原発・いのち・みらいプロジェクト第 1回目

の会議の様子。福島原発事故以降のそれぞれの活動を報告

し合い、医師の立場として今後何ができるのかを活発に議

論しました。その後、隔月で会議を開き、福島県の県民健

康調査結果やチェルノブイリ原発事故の健康影響等につ

いて資料収集し、検討を重ねています。 

石川県保険医協会は県民医療・福祉の

向上のため、様々な活動を行っている

医師・歯科医師約 1,030人の団体です。 ◆ 出前講座の相談・お申込みは裏面から・・・ 

講師を派遣します！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講師派遣 申込書  

申込日        年     月     日 

所在地 〒 

 

団体名  

 

代表者名  

連絡先 電話 担当者名  

FAX 

 

次の通り希望します。 

開催希望日 ◆第１希望 ：     年   月   日（  ） 

       午前 ・ 午後           :       ～      ：           

◆第２希望 ：     年   月   日（  ） 

          午前 ・ 午後           :       ～      ：           

開催場所 （１） 会場が未定の場合、【   】に開催予定地（市町名）をご記入ください 

【          】 市内 ・ 町内 で開催予定 

（２） 会場が確定している場合、以下をご記入ください 

会場名 ： 

所在地 ： 

 

連絡先 ： 

駐車場の有無 :    有り ・ 無し 

受講予定者           名  （    歳代～    歳代） 

希望の講演内容  

 

備考  

 

 

「原発・いのち・みらい」をテーマとした出前講座 

内 容 ： 低線量被ばくの健康影響、核被害の実相や核をめぐる国際情勢など 

講 師 ： 石川県保険医協会「原発・いのち・みらいプロジェクト」メンバーの医師 

経費等 ： 講師料は無料です。交通費については別途相談に応じます。 

     ※会場の準備、参加者募集は、貴方にてお願いします。 

申込方法： 開催希望日の２ヵ月前ごろまでに、以下の「講師派遣申込書」により FAX、Email、郵送のい

ずれかでお申し込みください。申込書の受付後、詳細相談のご連絡を差し上げます。 

申込先 ： 石川県保険医協会 〒920-0902石川県金沢市尾張町 2-8-23 太陽生命金沢ビル８階 

        (ＦＡＸ) 076-231-5156  (Ｅ-mail) ishikawa-hok@doc-net.or.jp 

 


